令和4年度　第1回常任理事会議事録
開催日時：令和4年6月26日（日）　　　　10:00～12：00
開催場所：山口県総合保健会館　第3研修室　Web併催
出席者：三輪光良　大平知之　小池正紘　齋藤茂治　佐野裕一　山本公志
Web出席者：　河村裕介　峯重正紀
欠席者：　なし
　以上、定款第35条・38条の規程により構成員の過半数の出席で常任理事会は成立。会長 三輪光良が議長となり、定款第35条に基づく出席者の中より、議事録作成人として山本公志常任理事、議事録署名人として小池正紘副会長と河村裕介常任理事を選出した後、次の議案を付議した。
1. 総会、ソフトバレー大会開催の順番担当一部変更について
齋藤常任理事より資料を使用し、県総会・ソフトバレー大会の順番担当について説明された。
齋藤常任理事：資料は地域再編委員会をとおして作成したものだ。コロナ禍の影響で、ソフトバレー大会を令和2年度から令和4年度まで開催出来ていない。令和5年度からのスケジュールを作成しなおした。総会開催担当とソフトバレー大会担当が重複しないようずらしながら計画を立てた。来年の総会担当は下関地域で、再来年は第80回記念大会となるため山口・防府地域の開催となる。その次からは順番通り周南地域となる。
三輪会長：意見が無いようならこのとおり進めたい。
コロナ禍でソフトバレー大会の中止が続いたため、ソフトバレー大会担当地域と県総会担当地域のスケジュール修正をおこなった。
2. 連絡協議会の協議内容について
三輪会長：昨年度も「診療放射線技師の養成学校設置に関する情報提供をお願い」を協議内容にあげている。養成学校ができるという情報は入っていないが毎年言い続けることが重要であると考えているので、今年度も協議内容に入れたい。
三輪会長：二つ目は「病院立ち入り検査について」。昨年度まで、立ち入り検査はコロナ禍のため中止であった。今年度は病院立ち入り検査をおこなう予定なので、その辺りの確認をしたいと考えている。
三輪会長：告示研修は法律が変わったため、受講するよう各施設にアナウンスしてもらいたい。
小池副会長：原子力災害において、山口県は当会を協力機関とする予定はないということだ。災害訓練については、協力している実績があるので登録をお願いしてはどうか。本来こちらから登録を要請するものではないように思うが、県との協力体制を取っておくのはいろいろとよいことかと思う。また、協力機関となることにより会員が原子力災害医療の研修を受講しやすくなるかと思う。
三輪会長：この件に関して、県に当会を正式に協力機関とするようお願いしたいと思う。
小池副会長：今年度から病院立ち入り検査検査員に数名の変更があった。新しい検査員のために事前打ち合わせなどしてもらいたい。
三輪会長：Web会議でもよいので、密に事前の打ち合わせをお願いしたい。
三輪会長：あとは例年通り、当会から部会の昨年度の報告などをしたいと考えている。
小池副会長：CSFRT開催の県から後援はいただけないか。
三輪会長：後援依頼とポスター掲示と広報のお願いはしたいと思う。
連絡協議会の協議内容について議論した。協議内容は、「診療放射線技師の養成学校設置に関する情報提供をお願い」、「病院立ち入り検査について」、「原子力災害の協力機関登録要請について」、「CSFRT後援依頼について」とする。
3. CSFRT2023について
三輪会長：日程は2023年11月18日、19日とする。17日は準備日とする。会場は新山口駅隣接のKDDI維新ホールとした。皆さんにも何らかのお手伝いをお願いしたい。
河村常任理事：コンベンション運営業者などは入るのか。
三輪会長： KDDI維新ホールで全部お願いしていて見積もりを取っている段階だ。
小池副会長：正確に言えば、KDDI維新ホールが斡旋した北九州のそういった業者が入るようなプレゼンを受けている。
三輪会長：過去のCSFRTは全て熊本県のコンベンション運営業者がおこなっており、そこにお願いする方がスムーズにできるのではと思っているが、とりあえず紹介されたところの見積もりを出してもらい検討したいと考えている。会場運営はKDDI維新ホールにお願いしなければならないかもしれない。
河村常任理事：今年同じ会場で日本農村医学会がおこなわれる予定だ。その運営の事務局をおこなっている。コンベンション運営業者を4社競合させた。金額については、日本旅行と会場が斡旋する会社が安かったように思う。ただ会場が斡旋する業者はコンベンション運営に慣れていない印象を持ったので、日本旅行に決定した。
小池副会長：心配なので日本旅行にも声をかけて競合させた方がよいのでは。
河村常任理事：複数の運営業者に競合させた方がよいと思う。
三輪会長：日本旅行にも打診することとする。
三輪会長：会場は4会場で、大ホールは1,200席として、その他は100席とか50席とかの規模で考えている。機器展示は一般の人も入れる通路でおこなう。
三輪会長：メインテーマを「時代を照らす放射線技術」とした。サブテーマは「みえぬけれども　あるんだよ、みえぬものでもあるのだよ。」これは金子みすゞの詩を引用したものだ。金子みすゞの事務所には連絡済で、正確に表記されるのであれば使用可能だということであった。
齋藤常任理事：テーマの英語表記はどうするのか。
三輪会長：山口大学医学部附属病院　久冨会員にお願いしている。
三輪会長：情報交換会をどうするかということが一番の悩みどころである。今年の第18回CSFRT愛媛県では情報交換会をおこなわないことで決定している。準備する側からすると情報交換会は行わない方が楽ではあるが、来年度の新型コロナの見通しが分からないので悩みどころである。
小池副会長：新型コロナウィルス感染の状況しだいでは現地参加も怪しい。どういう状況になっても対応できるように、現地参加とオンデマンドの併用開催でと計画している。オンデマンドに関してはメインホールのみとして、発表のスライドはインターネットですべて見られるというコンセプトで考えている。
大平副会長：ネットでの当日配信はなしで、録画にて後日配信と考えている。
小池副会長：最近の傾向として、会場に行ける状況の人でもオンラインがあるのであればわざわざ会場に行かないという人も増えているように感じる。その現状で情報交換会に参加する人数がとても予測しづらい。
三輪会長：会場参加を主体とし、来られた人は振り返ってオンデマンドでもう一度見ることができる。来られなかった人もオンデマンドで見られるというやり方にしようと考えている。
三輪会長：情報交換会の会場を山口グランドホテルでお願いしている。大会参加者は700名を目標としているが、情報交換会出席者はまったく予測ができない。
小池副会長：現地参加が700名ではなく、オンデマンド参加も含めてである。
大平副会長：現在は山口グランドホテルに情報交換会を200名から300名程度でとお願いしているが、多分そんなには集まらない。
小池副会長：割り切って、先着何名様のミニマム人数で決めてしまってもよいかもしれない。
三輪会長：100名なら開催できるかもしれない。情報交換会は縮小した方向で進めたいと思う。100名規模ができる会場は山口グランドホテルしかないか。
河村常任理事： 100名の会場で、料理などを考えても山口グランドホテルしかないと思う。日本農村医学会も懇親会を山口グランドホテルでと考えていたが、飲食での新型コロナウィルスの感染が多いため中止と決定した。マスク会食を徹底し、簡単な飲み物だけ配り、前で出し物を披露するなど、飲食を伴わない懇親会をするのはどうか。
三輪会長：そのような懇親会であれば、メイン会場でケータリングだとか、簡単なものでもよいかもしれない。
三輪会長：何か新しいやり方をしてもよいのかもしれない。規模的には縮小という方向で考えたい。
河村常任理事：オンラインで情報交換会会場の雰囲気が楽しめるようなシステムがあると喜ぶ方もいるのではないか。新しい何かができるとよいと思う。
三輪会長：予算の関係だが、今年度愛媛県でおこなわれるCSFRTへの視察をどうしようかと思っている。病院の出張で行ける方にはそちらを使ってもらう。当会から交通費と宿泊費にどのくらいの予算を出すことができるか。まだスタッフの役割担当が決まっていないので、まずは担当を決めて次に、視察に行ってもらいたい人を選出することとする。その上で、何名分の視察費用を捻出してほしいのかを決めたい。
CSFRT2023について議論した。日程、場所、テーマについては決定しているが情報交換会など詳細については検討中である。
4. JARTからの「全国技師会イベントポータルサイト立ち上げに関する提案」について
JARTより「全国技師会イベントポータルサイト立ち上げに関する提案」について話があり、それについて会長から説明された。
小池副会長：ポイント管理など出席管理がシステムに入っていたので、そういったところでのメリットはあると思う。
三輪会長：決定ではないが、とりあえず参加の方向で話を進めることとする。参加するからには、会員に還元できるよう考えていきたい。
三輪会長よりJARTからの全国技師会イベントポータルサイト立ち上げに関する提案について説明された。全国技師会一斉ということもあり、前向きに検討することとしたが継続協議となった。
5. JART記念式典での表彰者旅費について
三輪会長：来月、JARTの記念式典の際に厚生労働大臣表彰の表彰式が行われる。当会からこの表彰について1名推薦し書類を提出したところ受賞が決定した。当会が推薦しているので表彰式には是非出席していただきたい。表彰式出席にかかる旅費は推薦をした当会が支出すべきではないかと思うがどうか。
河村常任理事：当会から参加していただきたいという認識でよいか。
三輪会長：その認識でよい。
厚生労働大臣表彰式出席のための旅費を当会より支出することとした。
一般社団法人山口県診療放射線技師会　令和4年度　第1回常任理事会
議事録作成人　山本　公志
会長      三輪　光良
議事録署名人　 小池　正紘
議事録署名人　 河村　裕介
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